
くり返される土砂災害 紀伊半島-平成23年と明治22年

平成23年の土砂災害
平成23（2011）年8月に発

生した台風12号は四国に上陸
し，北上して日本海に抜けま
した。広範囲で記録的な豪雨
となり，特に紀伊半島では一
部で2,000mmを超える雨量
となりました。
紀伊山地で，山間地の河川

氾濫，がけ崩れ，地すべり，
土石流が多数発生しました。
この災害は，紀伊半島大水害
と呼ばれることもあります。

平成23年の災害は、
どうして明治22年
の災害の再来と言
われたのかな。
2回の災害で共通
のことはなんだろ
う。

明治22年の土砂災害
明治22（1889）年8月に，台風に伴う豪雨で，紀伊

半島で大きな被害が生じました。この災害も多数の深
層崩壊や河道閉塞が特徴でした。 この災害は，紀伊半
島大水害，十津川大水害と呼ばれることもあります。

深層崩壊とそれによる河道閉塞
（ の場所：近畿地方整備局）

平成23年災害の自然災害伝承碑
（ の場所：地理院地図）

明治22年の河道閉塞

十津川で河道閉塞が生じ，川の水が逆流し
て上流の集落に被害があったことが述べら
れています。（ の場所：地理院地図）

十津川の河道閉塞により出現した湖
（奈良県ホームページ）

河道閉塞発生場所の一つ
地理院地図による3D表現
現在は排水されています。

自然災害伝承碑の分布（地理院地図）

主な災害発生箇所（近畿地方整備局）

平成23年の河道閉塞

（地理院地図）

https://maps.gsi.go.jp/#15/34.126709/135.773163/&base=std&ls=std%7Cdisaster_lore_1&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
https://maps.gsi.go.jp/#15/34.076994/135.746555/&base=std&ls=std%7Cdisaster_lore_1&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
https://maps.gsi.go.jp/index_3d.html?z=15&lat=34.12844944231759&lon=135.7198190689087&pxsize=2048&ls=ort#&cpx=-18.656&cpy=-8.287&cpz=33.289&cux=0.171&cuy=-0.109&cuz=0.979&ctx=-0.523&cty=0.998&ctz=7.345&a=1&b=0&dd=0
https://maps.gsi.go.jp/#12/34.121469/135.753937/&base=std&ls=std%7Cdisaster_lore_1&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m


明治22年土砂災害後 北海道への移住

明治22年の土砂災害後の出来事
大きな被害のあった奈良県十津川村では，生活の基盤を失った多数

の被災者が集団で北海道に移住し，過酷な生活をしながら原野を開拓
して，現在の新十津川町を築きました。

北海道には、なぜ十
津川という名前の自
治体があるのかな。

北海道の開拓は，屯
田兵により明治8年
から進められていた
よ。

北海道での開拓
およそ600戸2,500人が移住して原生林
を開拓しました。

新十津川町

十津川村

新十津川物語 津田フキの像
十津川村の住民が未曾有の豪雨に見舞われ，
北海道移住を余儀なくされたことが述べら
れています。

明治22年8月の災害で被災した十津川の多くの住民は，生活再建の
ため別の地への移住を決意，10月に出発して北海道に渡りました。
彼らは狭い屯田兵屋で暮らしながら雪解けを待ち，翌年6月に石狩平
野の入植地に到達しました。彼らはこの地を故郷にちなんで「新十
津川」と名付け，冬の寒さなどに苦しみながらも，原始林を開墾し
て農村を築きました。北海道の新十津川町は奈良県の十津川村のこ
とを今も母村と呼び，住民の交流が盛んです。

（地理院地図）

（地理院地図）

（新十津川町ホームページ）

https://maps.gsi.go.jp/#11/43.547553/141.878815/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.988509/135.792646/&base=std&ls=std%7Cdisaster_lore_1&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
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